
 

 

印象の近い音楽と画像の組み合わせを自動選出する手法 
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1. 概要 

MIDI や MP3 などのデジタル音楽記録形式の普及に
より、近年では計算機上での音楽鑑賞が非常に普及し

ている。また一方では、聴覚だけでなく視覚に訴える

計算機技術も非常に発達している。そこで聴覚だけで

なく視覚にも同時に刺激を与えるような音楽提供方法

により、さらに直感的に音楽に親しむことが可能にな

ると考えられる。 
そこで本研究では、音楽情報を与えると、コンピュ

ータがその音楽の印象を推測しそれに近い印象の画像

を選択し、同時に提示する手法を提案する。本研究で

は画像や音楽の特徴を自動抽出して数値化し、その特

徴から画像や音楽の印象を推測する。この推測のため

に本研究では、人間による印象も数値化し、特徴から

印象を求める数式を用いる。この数式の決定には応答

曲面法を用いる。 
この研究成果は例えば、曲ごとにアイコンを作り、

多くの曲を一覧表示する、という目的に応用可能であ

ると考えられる。また、本報告で提案する手法の原理

は、音楽から画像を選ぶだけでなく、画像から音楽を

選ぶ、という逆の目的にも応用が可能である。 

 
2. 関連研究 
大山らは画像に印象の合うように音楽を自動アレン

ジする手法を提案している[1]。また印象に基づいて楽
曲を検索するシステムについての研究がある[2]。しか
し、この研究では画像と音楽の組み合せは実現してい

ない。また、類似度の高い曲に類似度の高い色を割り

当てるインタフェースの研究[3]も存在している。 
 
3. 提案内容 
本研究では、「特徴値」「評価値」という 2 種類の数

値をもって、画像および音楽を評価する。ここで特徴

値および評価値の定義は以下のとおりである。 
[特徴値:] 画像および音楽の特徴を表す値で、コンピュ
ータによる自動抽出が可能なもの。 
[評価値:] 画像または音楽に対して、人間による主観的 
な印象を表す値。本研究では、画像や音楽の印象を表 
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す数種類の形容詞を用意し、その形容詞の各々に対し

て適用度を主観評価させた値を評価値として用いる。

例えば「明るい」という形容詞に対し、与えられた画

像や音楽の適用度を 0 から 10 までの 11 段階のいずれ
かの値で主観評価した値を用いる。よって本研究では、

用意した形容詞の数だけの評価値が用いられる。なお

本研究では、画像と音楽の両者に対して同じ形容詞を

用いるものとする。 
 
ここで特徴値と評価値を、以下のように定式化する。 
画像の項目の特徴値を  P(p1,p2,…,pl)とする。 
音楽の項目の特徴値を  M(m1,m2,…,mm)とする。 
両者共通の評価値を   A(a1,a2,…,an)とする。 
         （ただしｌ、ｍ、ｎは正整数） 
Pから akを求める数式を ak=fk(P) とする。 
Mから akを求める数式を ak=gk(M) とする。 
 

関数 fと gは応答曲面法を使って求める。応答曲面法と
は、akと xiを与え、その点群の近傍を通るような曲面

を生成できるように係数β0、βi、βiｊを決定する方法

である。本報告では関数 akを、応答曲面法による以下

の数式により表現する。 
ak=β0+∑βixi+∑βiixi2+∑βiｊxixｊ    
ak：人間による画像や音楽の印象の、k番目の評価値 
xi：コンピュータが計算する画像(P)や音楽(M)の特徴 

 
本研究では最初に準備段階として、s個のサンプル音

楽と t 個のサンプル画像を用意する。これらを評価者
に提示し、評価者がもつ印象を数値化することで、評

価値 a1～akを決定する。つまりここには(s+t)個の評価
値が存在することになる。 
続いて s 曲のサンプル音楽について、特徴値

M(m1~mm)を求める。この結果を以下の式 
a1=g1(M) 

  ： 
ak=gk(M) 

に代入し、g1～gkの各々に対して応答曲面法を適用し、

係数β0、βi、βiｊを確定する。 
同様に、 t 枚のサンプル画像について、特徴値

P(p1~pm)を求める。この結果を以下の式 
a1=f1(P) 

  ： 
ak=fk(P) 

に代入し、f1～fk の各々に対して応答曲面法を適用し、
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係数β0、βi、βiｊを確定する。 
以上により a1～akを求める数式が完成する。これ以

降、新しい音楽データや画像データを追加しても、a1

～ak を求める数式を用いることで、計算機は画像や音

楽の印象を推測できる。 
 

表 1. 特徴値と評価値の一覧 
画像 P(p1,…)  評価値 A(a1,…)  音楽 M(m1,…) 
色相      明暗      休符含有率 

 彩度      静動      平均音程 
 明度      重軽      テンポ 
 面積      攻防     単位時間当音数 
 要素数     華素 
         幸悲 
         硬柔 

   複単 
 
以下に具体的な特徴値と評価値を挙げる。特徴値は

音楽や画像から数値として取り出しやすくするため、

音楽は MIDIを、画像は SVGを使い、そこから数値と
して取り出しやすいものを特徴値として抜粋した。評

価値は SD法（Semantic differential method）[4]が提
示する形容詞群の中からいくつかを抜粋し、これにつ

いて評価者に採点させた結果を用いている。本研究で

用いた特徴値と評価値の一覧を、表 1に示す。 
 

音楽データを入手する(MIDIファイルとする) 
   ↓（応答曲面法により関数 gは求められている）

評価値 aを求める 
できるだけ aの値が近い
画像と音楽を選び出す 
  評価値 aを求める 
   ↑（応答曲面法により関数 fは求められている）
  画像データを入手する(SVGファイルとする) 

図 1. 印象の近い画像と音楽の選出 
 
本研究では、評価値をベクトルであるとみなし、そ

の距離が小さいものを「印象が近いもの」と判断する。

例えば A の項目が 3 個のとき、画像の評価値を
A1(a11,a12,a13)とし、音楽の評価値を A2(a21,a22,a23)と仮
定する。3次元座標系で A1と A2を座標にプロットする

し、印象の近いものを選ぶには 2 点の距離が最小であ
る点を探し出せばよいことになる。2 点間距離は
(a11-a21)2+(a12-a22)2+(a13-a23)2によって求められるので、

距離が最小の画像を選び出せばよい。A の項目を３項
目から n項目に拡張したときには、∑nk=1(a1k-a2k)2 の

値が最小になる組み合わせを与える画像を選べばよい。 
 以上の処理をまとめると図 1のようになる。 

 
4. 実行結果 
 まず準備段階として、サンプル画像とサンプル音楽
に対して特徴値と評価値を求め、この値から散布図を

生成した。この散布図から、評価値に対応する各々の

印象語について、相関性の強い特徴値を画像と音楽に

対して視覚的に選択した。この結果を表 2に示す。 
この結果を用いて、各々の評価値ごとに応答曲面法

を適用して数式をつくり、評価値の距離の近い画像と

音楽を選択する。現時点では、画像、音楽の両方の特

徴値を２つ以上適用可能な、上から４項目だけについ

て応答曲面法を適用した。選択結果とその評価につい

ては講演にて論じる。 
 
表 2. 相関性の強い特徴値の視覚的な選出結果 

画像の特徴値  評価値 音楽の特徴値 
彩度,明度,面積 静的な⇔動的な 音程,音数 
彩度,面積,数 重い ⇔軽い テンポ,音程 
彩度,面積 攻撃的⇔保守的 音程,音数 
彩度,面積,数 華やか⇔素朴な テンポ,音程,音数 

彩度 硬い ⇔柔らか 休符含有率 
彩度,明度 明るい⇔暗い テンポ 
 

5. まとめ 
本研究では、印象の近い音楽と画像を組み合わせる

手法を提案した。今後の課題として、表２の下２項目

についても応答曲面法を適用できるようにしたい。ま

た、音楽については、数値以外の特徴（例えば音色な

ど）や、1曲の中での曲想の変化などを考慮できるよう
にしたい。画像については、静止画だけでなく CGアニ
メーションなども対象にしたい。 
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